
杜
甫

「
同
谷
歌
」

の

「
狙
公
」

は
じ
め
に

乾
元
一
(
七
五
九
)
七
月
、
華
料
川
奇
功
参
軍
の
宮
を
棄
て
た
社

隔
は
、
家
族
を
携
え
て
秦
州
(
甘
粛
省
天
水
市
)
に
赴
い
た
。
し
か

し
、
秦
州
で
の
生
活
も
安
定
せ
い
す
、
社
蕃
が
侵
攻
す
る
危
険
も
あ
っ

て
、
十
月
に
は
こ
こ
を
去
り
、
十
一
月
に
は
成
州
問
谷
(
甘
粛
省
成

県
)
に
入
っ
た
。
秦
州
か
ら
関
谷
に
到
る
途
次
の
紀
行
詩
は
、
「
発

秦
州
」
(
『
杜
詩
詳
注
』
巻
八
)
を
始
め
と
し
て
「
鳳
嵐
台
」
(
向
)

に
一
印
式
る
ま
で
の
十
二
昔
、
が
残
さ
れ
て
い
る
。
向
谷
で
作
ら
れ
た
詩
は
、

滞
在
期
間
が
一
箆
丹
に
満
た
な
か
っ
た
た
め
に
、
「
乾
元
中
、
寓
居

間
在
泉
、
作
歌
、
七
首
」
(
『
社
詩
詳
注
』
巻
八
。
以
下
「
同
谷
歌
」

と
称
す
る
)
と
「
万
丈
揮
」
(
問
問
)
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
「
問
問
谷
歌
」

は
、
関
谷
に
お
け
る
杜
帯
の
生
活
と
心
境
を
知
り
得
る
貴
重
な
作
品

と
蓄
え
よ
う
。
「
向
谷
歌
」
の
開
閉
鎖
の
歌
は
次
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ

て
い
る
。

に
つ
い
て

後

秋

藤

正

有
{
各
有
客
字
子
美
客
有
り
客
有
り
字
は
子
美

白
頭
乱
髪
堂
過
耳
白
頭
の
乱
髪
垂
れ
て
耳
を
過
ぐ

歳
拾
縁
栗
鎚
犯
公
歳
ど
い
い
橡
栗
を
拾
い
て
狙
公
に
随
う

天
寒
日
暮
山
谷
裏
天
は
寒
く
日
は
暮
る
山
谷
の
裏

中
原
鉱
山
書
帰
不
得
中
原
書
無
く
し
て
帰
り
得
ず

手
勝
凍
綴
皮
肉
死
手
脚
は
凍
妓
し
皮
肉
は
死
す

鳴
呼
一
歌
守
歌
己
表
鳴
呼
一
歌
す
歌
は
己
に
哀
し

悲
風
為
我
従
天
来
悲
嵐
我
が
為
に
天
よ
り
来
る

「
向
谷
歌
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
高
い
評
価
、
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
李
薦
(
一

O
五
九
i
一一

O
九
)
は
次
の
よ
う
に
、
屈
原
と

(2) 

宋
玉
に
も
劣
ら
な
い
と
述
べ
る
c

太
自
遠
別
離
・
萄
道
難
与
子
美
関
谷
七
歌
、
嵐
騒
極
致
、
不

在
屈
・
宋
之
下
。

太
自
の
遠
別
離
・
萄
道
難
と
子
美
の
問
谷
七
歌
と
は
、
嵐
騒

の
極
一
致
に
し
て
、
題
・
宋
の
下
に
在
ら
ず
。

(15) 



さ
ら
に
、
「
抜
社
工
部
関
谷
七
歌
」
(
『
晦
庵
集
』
巻
八
四
)

は
、
「
社
楼
此
歌
、
豪
宕
奇
階
、
詩
流
少
及
之
者
。
」
(
社
援
の
此
の

歌
は
、
豪
宕
奇
縮
に
し
て
、
詩
流
之
に
及
ぶ
者
少
な
し
。
)
と

一
一
一
一
向
う
。
ま
た
、
何
熔
明
義
門
読
書
記
』
巻
五
十
一
は
「
向
谷
歌
」
と

張
傷
「
間
愁
詩
」
及
び
察
淡
「
前
節
十
八
拍
」
と
を
比
較
し
て
、
「
七

歌
以
僚
間
愁
、
其
音
節
期
胡
筋
十
八
抱
、
部
奇
健
勝
之
Q

」
(
七
歌
は

以
て
間
愁
に
傑
一
す
、
抵
(
の
沓
節
は
拐
筋
十
八
拍
に
刻
り
、
一
向
し
て
奇

健
は
之
に
勝
る
。
)
と
指
摘
す
る
。
詩
中
に
お
い
て
「
向
谷
歌
」
に

言
及
す
る
例
も
多
い
。
元
・
方
問
の
七
律
「
不
縁
」
(
『
楠
江
続
集
』

巻
一
二
の
四
月
聯
に
は
次
の
勾
が
あ
る
。

少
援
問
谷
七
歌
在
少
陵
向
谷
七
歌
在
り

毎
…
歌
之
涙
欲
一
世
一
之
を
一
一
献
す
る
毎
に
一
探
査
れ
ん
と
欲
す

間
じ
く
元
・
劉
将
孫
の
「
雑
詩
」
(
全
一

O
旬
。
同
一
一
驚
五
口
斎
集
』
巻

二
は
次
の
よ
う
に
一
一
一
一
口
う
。

3
子
美
窮
念
君
子
美
窮
し
て
君
を
念
う

4
間
詩
歌
悲
傷
問
谷
歌
い
て
悲
傷
す

秦
州
で
の
生
活
も
意
に
満
た
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
向
谷
で
の

生
活
も
ま
た
関
窮
を
き
わ
め
て
い
た
。
「
問
問
谷
歌
」
〈
其
一
〉
の
第
一
一
一

旬
と
第
四
句
は
、
関
門
谷
に
お
け
る
社
南
の
日
常
を
端
的
に
諮
る
も
の

で
あ
り
、
社
前
が
ど
ん
ぐ
り
を
拾
い
集
め
て
飢
餓
を
し
の
い
だ
と
述

べ
て
い
る
こ
と
は
、
後
世
の
詩
人
に
対
し
て
と
り
わ
け
強
い
印
象
を

与
え
た
ら
し
い
。
宋
郡
(
九
九
八
i
一
O
六
こ
の
「
和
賓
棺
公
覧

社
工
部
北
征
篇
」
(
『
景
文
集
h

巻
七
)
に
見
え
る
次
の
一
聯
は
、
「
向

谷
歌
」
〈
其
一
〉
を
念
頭
に
置
い
た
描
写
で
あ
ろ
う
。

少
駿
背
賊
走
行
在
少
陵
賊
に
背
き
て
行
在
に
走
り

採
拐
拾
橡
填
畿
喉
穏
を
採
り
換
を
拾
い
て
銭
喉
に
勝
つ

招
は
、
野
生
の
穀
物
。
ま
た
、
陳
部
道
(
一

O
五一ニ

1
一一

O

二
の
「
和
黄
預
感
秋
」
(
司
後
山
集
』
巻
こ
に
は
、

娩
炊
隣
増
米
娩
に
は
炊
ぐ
隣
僧
の
米

昼
拾
狙
公
苧
昼
に
は
拾
う
狙
公
の
苧

と
一
宮
う
。
苧
は
ど
ん
ぐ
り
。
そ
の
後
も
南
宋
末
期
か
ら
元
の
初
期
に

か
け
て
の
入
で
あ
る
芦
廷
高
の
「
突
山
僅
定
、
読
杜
詩
有
感
」
(
司
王

井
襟
唱
b

巻
中
)
に
は
、
次
の
匂
が
あ
る
。

年
荒
難
自
給
年
荒
れ
て
自
ら
給
す
る
こ
と
難
く

拾
橡
当
綴
糧
橡
を
拾
っ
て
鍛
糧
に
当
つ

こ
れ
も
「
関
谷
歌
」
〈
其
一
〉
を
踏
ま
え
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
時
代
が
下
る
と
、
顕
治
八
年
(
一
六
五
こ
の
進
士
で
桂
林

時
治
時
に
終
わ
っ
た
程
可
財
の
「
題
社
少
綾
霞
像
」
(
『
社
日
一
一
部
詳
詑
』

諸
家
詠
社
続
一
編
)
に
も
、
次
の
一
聯
が
あ
る
。

天
援
に
牢
落
し
て
秦
州
に
到
り

山
薪
を
負
い
櫓
を
拾
い
窮
し
て
且
つ
愁
う

に
少
な
く
な
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
一
言

(16) 

「
向
谷
歌
」



え
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
「
橡
架
」
を
拾
い
集
め
る
た
め
に
「
狙
公
に
随
う
」

と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
一
言
っ
て
い
る
の
か
、
特
に
「
狙
公
」
と
は

何
を
指
し
て
一
一
一
一
悶
っ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
早
く
か
ら
こ
説

が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
ど
ち
ら
の
説
が
妥
当
な
の
か
。
「
狙

公
」
の
解
釈
に
よ
っ
て
は
一
篇
の
理
解
が
変
}
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

得
る
だ
ろ
う
。
以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
る
こ

と
に
し
た
い
。

ほ
と
ん
ど
の
注
釈
は
狙
公
の
典
拠
と
し
て
、
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
の
、

い
わ
ゆ
る
「
朝
三
暮
四
」
の
説
話
に
晃
え
る
一
節
を
引
用
す
る
。

犯
公
賦
苧
日
、
抑
制
一
一
…
部
莫
問
。
衆
犯
皆
怒
。
:

わ

か

く

れ

狙
公
廿
?
な
賦
ち
て
日
く
、
朝
に
は
三
に
し
て
莫
に
は
四
に

せ
ん
と
。
衆
狙
皆
な
怒
る
0

・

q

訪
問
一
位
、
心
解
』
巻
二
之
一
一
、
明
社
詩
鏡
銭
』
巻
七
、
司
社
詩
詳
注
』

な
ど
、
い
ず
れ
も
例
外
で
は
な
い
。
こ
の
談
話
に
見
え
る
狽
公
に
つ

い
て
、
赤
塚
忠
司
荘
子
上
』
(
全
釈
漢
文
大
系
二
ハ
、
集
英
社
、
一

九
七
四
)
は
、
「
ボ
ス
猿
が
栃
の
実
を
猿
、
と
も
に
分
配
し
よ
う
と
し

て
一
一
出
回
っ
た
、
;
:
:
。
」
と
訳
し
た
上
で
、
狙
公
に
つ
い
て
は
次
の
よ

っ
て
い
る
。
長
く
な
る
が
示
唆
に
富
む
指
摘
だ
と
考
え
ら
れ

る
の
で
引
用
し
て
お
こ
う
。

援
ど
も
の
頭
(
ボ
ス
)
(
李
顕
説
)
。
『
列
子
』
黄
帝
篇
に
は
、

太
古
の
神
聖
な
人
は
万
物
の
状
態
を
知
り
異
類
の
音
声
を
解

(4) 

し
て
い
た
と
い
う
説
の
あ
と
を
受
け
て
、
「
:
:
:
」
と
い
う
話

を
載
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
狙
公
を
譲
を
飼
育
し
て
い

る
者
(
嬢
諜
説
)
、
ま
た
は
そ
れ
を
つ
か
さ
ど
る
官
(
司
馬
彪

説
)
と
解
し
て
い
る
者
が
多
い
が
、
明
列
予
』
所
載
の
話
は
明

ら
か
に
斉
物
論
の
こ
の
寓
誌
を
合
理
化
し
た
改
作
で
あ
る
。
抑
制

公
も
猿
の
ボ
ス
と
し
て
こ
の
話
を
ま
っ
た
く
猿
の
世
界
の
こ

と
と
す
る
ほ
う
が
、
皮
肉
も
辛
疎
で
あ
ろ
う
。

赤
塚
氏
が
狙
公
を
「
ポ
ス
猿
」
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

2
壮
子
』
の
狙
公
に
つ
い
て
は
早
く
か
ら
、

ヒ
ト
と
サ
ル
と
い
う
こ
説
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
「
向
谷
歌
」
〈
其
一
〉
の
犯
公
に
つ
い
て
、
従
来
は
ど

の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

ま
ず
中
国
の
諸
註
釈
か
ら
見
て
み
よ
う
。

『
草
堂
詩
築
b

巻
十
七
は
、
狙
が
猿
の
一
一
種
目
だ
と
-
認
め
た
上
で
次

の
よ
う
に
一
一
一
一
口
っ
て
い
る
。

・
:
:
狙
、
千
与
切
ι

猿
属
、
食
橡
栗
也
。
按
新
窟
書
、
南
居

間
谷
拾
橡
菜
、
以
自
給
。
山
一
旦
非
狙
公
之
比
乎
。
後
漢
李
伺
拾
橡

栗
実
以
密
資
c

普
虞
費
流
離
帯
社
問
、
転
入
南
山
中
、
絶
糧
拾

(17) 



橡
架
部
食
。
列
子
黄
帝
篇
:
:
:
。
荘
子
斉
物
篇
:
:
:
。
睦
徳
明

音
義
、
犯
公
老
猿
也
。

:
・
狙
は
¥
干
与
の
切
。
猿
の
属
に
し
て
、
橡
栗
を
食
ら
う

な
り
。
按
ず
る
に
新
膚
蓄
に
、
甫
は
問
問
谷
に
居
り
て
橡
粟
を
拾

い
、
以
て
自
ら
給
す
と
。
山
一
尽
に
狙
公
の
比
に
非
常
さ
ら
ん
や
。
後

漢
の
李
倒
は
橡
栗
の
実
を
拾
い
以
て
自
ら
に
資
す
。
晋
の
虞
襲

は
郡
一
社
の
間
に
流
離
し
、
転
じ
て
南
山
の
中
に
入
り
、
糧
を
絶

ち
橡
架
を
拾
い
て
食
ら
う
。
列
子
黄
帝
篇
に
:
:
:
と
。
荘
子
斉

物
篇
に
:
:
:
と
。
陸
徳
明
の
音
義
に
、
狙
公
は
老
猿
な
り
と
。

こ
の
指
摘
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
明
間
清
書
』
巻
百
九
十
下
、

社
潜
伝
に
は
、

時
関
畿
乱
離
、
穀
食
踊
費
、
帯
寓
屑
成
州
向
谷
県
、
自
負
薪

採
椙
、
見
女
餓
持
者
数
人
。

時
に
関
畿
は
乱
離
し
、
穀
食
は
踊
費
す
、
高
成
細
川
向
谷
県

に
寓
居
し
、
自
ら
薪
を
負
い
抑
制
を
採
り
、
児
女
の
餓
坪
せ
ん
と

す
る
者
は
数
人
。

と
一
一
一
一
口
い
、
明
新
蔚
書
』
巻
二
十
日
ご
、
社
南
伝
に
は
、

関
輔
銭
、
組
察
官
去
、
客
秦
州
。
負
薪
採
橡
薬
自
給
9

関
輔
鍛
え
、
親
ち
官
を
棄
て
て
去
り
、
秦
州
に
客
た
り
の
薪

を
負
い
機
架
を
採
り
て
自
ら
給
す
。

の
栂
逮
は
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
「
開
谷
歌
」
を

踏
ま
え
て
、
秦
州
・
田
谷
に
滞
在
し
て
い
た
時
期
の
社
甫
一
家
、
が
、

飢
餓
に
瀕
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

李
怖
の
伝
は
『
後
漢
書
』
巻
五
十
一
に
見
え
る
。
李
悔
、
{
子
は
叔

英
は
安
定
臨
淫
(
甘
粛
省
鎮
捺
県
の
東
南
)
の
人
。
西
域
副
校
尉
を

経
て
武
威
太
守
と
な
っ
た
時
に
、
事
に
坐
し
て
免
ぜ
ら
れ
郷
里
に
帰

っ
た
。
彼
の
晩
年
の
こ
と
と
し
て
「
従
属
新
安
関
下
、
拾
橡
実
以
自

資
。
年
九
十
六
卒
。
」
(
徒
り
て
新
安
関
の
下
に
居
り
、
橡
実
を
拾
い

て
以
て
自
ら
に
資
す
。
年
九
十
六
に
し
て
卒
す
。
)
と
一
一
一
一
口
う
。

虞
費
は
肇
虞
の
誤
り
会
『
音
書
』
巻
五
十
一
、
警
虞
伝
に
は
次
の

よ
う
な
記
事
が
克
え
て
い
る
。

後
援
務
審
監
・
衛
尉
卿
、
一
従
恵
帝
幸
長
安
。
及
東
軍
来
述
、

百
官
奔
散
。
遂
流
離
帯
杜
之
筒
、
転
入
荷
山
中
、
糧
絶
飢
甚
、

拾
橡
実
市
食
之
。

後
に
秘
書
薮
・
衛
尉
蜘
仰
を
歴
、
恵
帝
の
一
長
安
に
幸
す
る
に
従

う
。
東
軍
の
来
迎
す
る
に
及
び
、
百
官
は
奔
散
す
。
遂
に
郡
杜

の
関
に
流
離
し
、
転
じ
て
南
山
の
中
に
入
り
、
糧
絶
え
飢
う
る

こ
と
甚
だ
し
く
、
機
実
を
拾
っ
て
之
を
食
ら
う
Q

こ
れ
ら
の
記
録
に
お
い
て
は
橡
の
実
を
拾
い
集
め
て
食
べ
る
こ
と

が
、
問
問
窮
し
た
生
活
ぶ
り
を
象
徴
す
る
行
為
に
な
っ
て
い
る
。
司
後

と
司
饗
欝
b

が
と
も
に
「
縁
実
」
と
し
て
い
る
の
を
司

s哲

が
「
櫓
栗
」
と
す
る
の
は
杜
甫
の
詩
に
引
き
ず
ら
れ
た
も
の

(18) 



で
あ
ろ
う
。

つ
い
で
喜
文
皐
討
議
』
、
が
引
く
「
鶴
徳
明
者
一
義
」
と
は
、
腕
m
徳間明

司
経
典
釈
文
』
巻
二
十
六
に
見
え
る
「
荘
子
昔
前
我
」
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
狙
公
に
つ
い
て
、

:
一
出
馬
〔
彪
〕
一
五
、
狙
公
、
典
狙
宮
塩
。
濯
〔
諜
〕
一
広
、

養
猿
狙
者
也
。
李
〔
顕
〕
…
去
、
老
犯
也
。

っ
か
さ
ど

:
:
:
司
馬
〔
彪
〕
云
う
、
犯
公
は
、
狽
を
典
る
宮
な
り
と
。

選
〔
諜
〕
云
う
、
緩
犯
を
養
う
者
な
り
と
。
李
〔
願
〕
去
、
っ
、

老
犯
な
り
と
。

と
一
一
一
一
向
う
。
赤
塚
忠
明
荘
子
上
』
に
す
で
に
指
摘
が
あ
っ
た
よ
う
に
、

狙
公
を
、
サ
ル
を
つ
か
さ
ど
る
官
職
、
あ
る
い
は
人
物
と
す
る
説
、

「
老
獄
」
(
年
を
と
っ
て
経
験
を
積
ん
だ
サ
ル
)
と
す
る
説
と
が
併
行

し
て
い
た
こ
と
は
、
「
荘
子
音
義
」
の
指
摘
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
中
間
の
近
年
の
諸
註
釈
は
「
猿
公
」
を
ど
の
よ
う
に
解

釈
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
く
つ
か
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

菊
機
非
司
社
帯
研
究
(
下
巻
)
』
(
山
東
人
民
出
版
社
、
一
九
五

七
)
は
、
「
犯
公
、
養
狙
之
人
一
G
e
i
-
-
槌
狽
公
、
可
能
是
事
実
、
西

第
四
首
提
封
林
猿
、
可
見
這
襲
是
有
猿
子
的
J

と
一
一
一
一
口
っ
て
い
て
、

猿
を
飼
う
人
と
す
る
。

山
東
大
学
中
文
系
古
典
文
学
教
研
室
選
注
『
社
甫
詩
選
』
(
人
民

文
学
出
版
社
、
一
九
八

O
)
は
、
「
関
谷
歌
」
が
「
四
愁
詩
」
や
「
拐

館
十
八
拍
」
の
単
な
る
平
板
な
模
倣
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
上

で
、
「
註
釈
」
で
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

狽
公
、
養
一
狼
的
人
。
狽
是
一
一
極
大
獄
。
橡
子
本
来
日
疋
猿
子
的

食
物
、
所
以
説
「
随
犯
公
」
。

こ
れ
は
議
機
非
の
見
解
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
金
啓
華
・

胡
開
講
司
社
甫
評
伝
』
(
陳
商
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
)
も
、
「
国

為
欠
題
、
他
不
得
不
問
問
着
厳
寒
、
線
着
養
繍
族
的
一
『
狙
公
』
、
到
山

谷
襲
来
拾
機
子
充
飢
。
」
と
述
べ
て
い
て
大
差
は
な
い
。

鈎
道
恕
主
一
編
司
社
南
詩
歌
賞
析
集
b

(

包
萄
書
社
、
一
九
九
三
。

「
関
谷
歌
」
の
条
の
執
筆
は
曹
慕
焚
)
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

一
一
一
回
勾
掻
写
窮
間
。
妙
在
第
三
句
用
境
幽
蛤
寒
昔
、
意
象
霊
山
間

活
。
(
「
歳
」
許
是
「
歩
」
字
之
誤
。
橡
、
堅
果
可
食
、
名
橡
葉
。

《
列
子
・
説
符
》
、
「
冬
則
食
橡
葉
。
」
狙
公
、
或
以
為
畜
養
繍
獄

(
部
「
犯
」
〉
的
人
、
或
以
為
「
老
狙
」
、
均
克
《
経
典
釈
文
》
引
、

社
詩
用
後
一
義
。
)
但
実
是
虚
写
、
当
把
乞
看
作
想
象
・
護
染
、

不
是
写
実
。
比
起
玉
維
的
「
行
髄
拾
粟
猿
」
(
《
燕
子
寵
禅
師
》
)

来
、
党
支
倒
平
実
市
社
却
超
妙
。

こ
こ
で
は
、
明
経
典
釈
文
』
の
説
を
軒
酌
し
、
写
実
で
は
な
い
と

認
め
な
が
ら
、
犯
公
は
老
組
、
つ
ま
り
サ
ル
を
指
し
て
い
る
と
見
な

し
て
い
る
。
こ
こ
に
引
か
れ
る
王
維
の
「
燕
子
寵
禅
師
」
(
全
三
四

句
。
『
全
農
詩
』
巻
一
二
五
)
に
は
次
の
句
が
あ
る
。



凶
行
随
拾
栗
猿
行
く
ゆ
く
架
を
拾
う
猿
に
賠
い

む
か

路
帰
対
巣
松
鶴
帰
り
て
松
に
巣
く
う
鶴
に
対
ラ

確
か
に
杜
帯
の
句
は
王
維
の
匂
と
類
似
し
て
お
り
、
社
甫
の
脳
裏

に
は
こ
の
句
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
警
慕
奨
は
よ
…
山
甫
詩
歌

賞
析
h

よ
り
四
年
前
に
刊
行
さ
れ
た
司
社
詩
雑
説
続
編
』
(
巴
閥
均
書
社
ち

(5) 

一
九
八
九
)
で
は
、

三
・
四
句
極
官
一
J

窮
盟
。
妙
在
第
三
句
用
境
幽
鶴
寒
菅
、
意
象

霊
活
、
侶
是
虚
写
、
当
一
把
官
看
作
想
象
・
痘
染
、
比
起
王
維
的

「
行
槌
拾
栗
猿
」
来
、
党
王
倒
平
実
記
杜
却
超
妙
。

と
述
べ
る
の
み
で
あ
っ
て
狙
公
に
は
言
及
し
て
い
な
い
か
ら
、
♂
川
山

南
詩
歌
賞
析
集
h

の
分
析
は
よ
り
詳
細
に
な
っ
て
い
る
。

韓
成
武
・
張
志
民
『
杜
南
詩
全
訳
』
(
河
北
人
民
出
版
社
、
一
九

九
七
)
の
「
註
釈
」
に
は
、
「
狙
公
、
養
獄
的
入
。
」
と
ニ
一
一
口
い
、
「
訳
文
」

で
は
「
歳
未
追
随
狙
公
拾
橡
粟
、
:
・
:
・
J

と
ニ
一
一
口
っ
て
い
る
。

一
土
土
薄
明
社
詩
今
一
在
』
(
巴
照
明
書
社
、
一
九
九
九
)
の
指
摘
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

犯
、
猿
類
。
狙
公
、
養
搬
入
。
他
嘗
舟
橡
子
来
館
養
猿
類
動

物
。
槌
狙
公
、
田
辺
説
自
己
生
活
貧
困
、
幾
子
以
拾
操
子
過
活
。

李
寿
松
・
李
翼
護
問
全
社
詩
新
釈
』
(
中
間
最
回
路
、
二

O
O
二
)

も
こ
れ
と
同
じ
く
、
「
狽
公
、
養
搬
入
。
橡
栗
本
是
猿
鍛
的
食
物
。
」

と
言
う
o

q

挿
図
本
社
甫
詩
集
』
(
万
巻
出
版
公
司
、
一

O
O八
)
は

次
の
よ
う
に
述
べ
る
9

橡
、
指
的
是
一
種
落
葉
喬
木
、
宮
例
種
類
復
多
、
名
称
也
不

問
、
南
京
的
叫
倣
榛
樹
、
新
江
与
東
北
那
辺
都
叫
橡
樹
、
西
川

称
之
為
車
両
紅
樹
ち
日
疋
呂
一
ハ
有
食
用
価
値
較
高
的
野
性
植
物
。
橡
菜
、

指
一
橡
子
、
江
南
人
経
常
用
来
倣
成
一
豆
腐
。
犯
、
指
繍
猿
。
狙
公
、

養
猿
子
的
人
。

橡
に
関
す
る
説
明
は
詳
細
だ
が
、
狙
公
を
サ
ル
を
養
う
ヒ
ト
と
す

る
点
で
は
変
わ
り
が
な
い
。

つ
い
で
わ
が
国
に
お
け
る
注
釈
類
を
瞥
見
し
て
お
こ
う
。

鈴
木
虎
雄
『
杜
少
綾
詩
集
中
』
(
続
問
訳
漢
文
大
成
、
国
民
文
庫

刊
行
会
、
一
九
二
九
)
は
「
字
解
」
で
、
「
狙
公
さ
る
ま
は
し
。
」

と
一
一
一
一
口
い
、
「
彼
は
山
谷
の
う
ち
で
天
索
、
く
呂
の
募
る
る
を
り
か
ら
、

と
ち
の
み

猿
廻
は
し
の
あ
と
に
く
っ
つ
い
て
橡
実
や
栗
を
ひ
ろ
う
て
ゐ
る
J

と
訳
す
。
黒
川
洋
一
司
社
甫
下
』
(
岩
波
中
国
詩
人
選
集
、
一
九
五

九
)
は
、
「
狙
公
さ
る
ま
わ
し
の
こ
と
か
。
」
と
言
い
、
「
そ
ら
は

寒
く
山
の
谷
ぞ
こ
の
町
に
自
の
暮
れ
か
か
ろ
う
と
す
る
と
き
、
さ
る

ま
わ
し
の
あ
と
に
く
っ
つ
い
て
ど
ん
ぐ
り
を
拾
っ
て
ま
わ
る
、
く
る

年
も
く
る
年
も
。
」
と
訳
し
て
い
る
。

自
加
国
誠
同
社
甫
』
(
漢
詩
大
系
七
、
集
英
社
、
一
九
六
五
)
は
、

語
釈
で
は
、
「
狙
公
さ
る
を
飼
う
人
。
さ
る
曳
き
。
」
と
し
、
訳
で

は
々
の
こ
と
な
が
ら
、
猿
ま
わ
し
の
あ
と
に
つ
い
て
、
ど
ん
栗

(20) 



を
拾
っ
て
歩
け
ば
、
:
:
:
J
と
し
て
「
猿
ま
わ
し
」
を
採
用
す
る
の

ま
た
、
宇
野
高
人
・
江
原
正
士
司
社
甫
h

(

平
凡
社
、
一
一

O
O九
)
は
、

「
私
の
近
年
は
と
言
え
ば
、
ど
ん
ぐ
り
を
拾
い
、
猿
を
飼
う
人
と
…

緒
に
歩
き
思
っ
て
い
る
よ
う
な
生
活
だ
J

と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら

に
興
勝
宏
明
社
南
』
(
岩
波
書
路
、
ご

O
O九
)
は
、
「
毎
年
猿
閉
し

の
後
を
追
っ
て
は
木
の
実
を
拾
う
身
、
:
:
:
J
と
す
る
。
こ
れ
ら

は
「
歳
」
の
訳
し
方
に
お
い
て
は
相
違
が
あ
る
も
の
の
、
狙
公
の
解

釈
に
つ
い
て
は
差
異
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状

況
に
あ
っ
て
、
問
中
克
己
点
山
南
伝
』
(
講
談
社
、
一
九
七
六
)
は
、

「
毎
年
、
ト
チ
や
栗
を
拾
っ
て
猿
の
跡
を
追
っ
て
い
る
」
と
訳
し
、

森
野
繁
夫
司
社
南
b

(

中
留
の
詩
人
七
、
集
英
社
、
一
九
八
二
)
は
、

「
い
つ
も
い
つ
も
猿
の
あ
と
に
つ
い
て
ド
ン
グ
リ
を
強
う
、
:
:
:
J

と
訳
し
て
い
て
、
い
ず
れ
も
狙
公
が
「
猿
」
で
あ
る
と
-
認
め
て
い
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
ヒ
ト
と
見
な
す

説
が
多
数
と
な
っ
て
い
て
、
サ
ル
と
す
る
例
は
、
管
見
で
は
田
中
克

己
『
社
南
伝
』
と
森
野
繁
夫
司
社
南
b

の
他
に
は
見
あ
た
ら
な
い
。

で
は
、
詩
に
お
い
て
狙
公
の
認
は
ど
の
よ
う
に
表
れ
る
の
で
あ
ろ

う
か
。詩
中
に
狙
公
を
用
い
る
の
は
、
社
甫
が
最
初
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以

前
の
用
例
は
克
ら
れ
な
い
の
社
詩
以
外
の
用
例
は
数
少
な
い
が
、
元

和
十
一
年
(
八
二
ハ
)
の
夏
に
連
州
(
広
東
省
連
州
市
)
で
書
か
れ

た
、
劉
一
出
向
錫
(
七
七
二

1
八
四
一
一
)
の
「
送
増
方
及
南
謁
椀
員
外
井

引
」
(
全
三
六
句
。
『
劉
夢
得
文
集
』
巻
七
、
明
全
唐
詩
』
巻
一
一
一
五
四
)

に
見
え
る
も
の
が
早
い
例
で
あ
ろ
う
。
諸
問
夢
得
文
集
』
か
ら
引
用

す
る
。

し
た
た

幻
蹴
響
滴
岩
溜
働
響
山
石
溜
潟
り

幻
精
芳
瓢
野
叢
購
芳
野
叢
瓢
る

お
海
雲
懸
腿
母
海
雲
は
腿
母
に
懸
か
り

U
A
山
果
属
狙
公
出
果
は
犯
公
に
属
す

第
二
十
四
旬
、
「
狙
」
は
『
金
属
詩
』
に
ご
作
猿
。
」
と
一
一
一
一
口
う
。

こ
の
詩
の
末
尾
に
は
次
の
よ
う
な
注
意
す
べ
き
自
注
が
あ
る
。

(8) 

按
、
狙
公
宣
斥
賦
茅
者
、
荷
越
絶
童
図
有
猿
公
、
張
衡
賦
南
都
、

(7) 

有
猿
父
哀
吟
之
旬
、
古
文
士
又
云
権
父
、
由
是
市
ニ
一
一
問
、
朝
間
猿
為

父
出
失
。

し
り
ぞ

按
ず
る
に
、
狙
公
は
宜
し
く
茅
を
賦
つ
者
を
斥
く
べ
じ
、
市

し
て
越
絶
書
に
猿
公
有
り
、
張
衡
南
都
を
賦
し
て
、
猿
父
は

こ
れ

哀
吟
す
の
句
有
り
、
古
の
文
士
は
又
権
父
と
云
う
、
是
に
由
り

ひ
さ

て
一
一
一
一
口
え
誌
、
猿
を
謂
い
て
父
と
為
す
こ
と
侶
し
。

張
衡
が
「
南
部
斌
」
を
賦
し
た
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
り
、
左
思

の
「
呉
都
賦
」
(
『
文
選
』
巻
五
)
と
す
る
の
が
正
し
い
。
「
呉
都
斌
」

(21) 



に
、
「
緩
父
哀
吟
、
揮
子
一
長
端
。
」
(
猿
父
は
哀
吟
し
、
棺
伸
子
は
長
鳴

す
。
)
と
あ
る
。
ま
た
、
司
越
絶
審
』
に
は
「
議
公
」
の
語
は
見
当
た

ら
な
い
。
後
に
も
触
れ
る
が
、
こ
れ
は
『
呉
越
春
秋
』
に
見
え
る

「
裳
公
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
σ

「
古
文
士
又
云
権
父
」
と
い
う
一
文
は

司
劉
夢
得
文
集
』
に
は
見
え
る
が
、
『
全
属
詩
』
に
は
克
え
な
い
。
「
猿

父
」
な
ら
ば
唐
詩
に
お
い
て
も
、
孫
進
(
六
九
六
1
七
六
一
)
の
「
長

洲
苑
』
(
金
二

O
句
、
明
全
勝
明
詩
』
巻
一
一
八
〉
に
次
の
よ
う
に
見
え

て
い
る
。
日
山
静
吟
一
議
父
山
静
か
に
し
て
猿
父
吟
じ

国
城
空
応
矯
媒
城
空
し
く
し
て
錐
媒
応
う

こ
の
よ
う
に
白
波
に
引
用
さ
れ
る
内
容
に
正
確
さ
を
欠
く
点
は
あ

る
が
、
例
制
諮
問
錫
が
「
犯
公
」
を
、
ど
ん
ぐ
り
を
分
け
与
え
る
と
ト
と

す
る
説
に
従
う
の
で
は
な
く
、
サ
ル
の
意
で
用
い
て
い
る
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
壊
蚊
圏
『
劉
再
錫
集
護
諮
』

(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
)
に
指
摘
が
あ
り
、
関
敏
・
陶
紅

前
司
劉
爵
錫
全
集
編
年
校
詑
』
(
岳
麓
書
社
、
二

O
O
一
一
一
)
も
例
割
高

錫
の
自
控
を
修
訂
し
た
上
で
、
「
狽
公
、
老
繍
族
。
」
と
一
言
っ
て
い
る
。

李
商
隠
(
八
一
一
一
一

1
八
五
八
)
の
「
贈
送
前
劉
五
経
映
一
一
一
十
四

韻
」
完
全
農
詩
』
巻
五
回
一
)
に
は
、
次
の
勾
が
あ
る
o

m海
鳥
悲
鏡
鼓
海
鳥
は
鐘
鼓
を
悲
し
み

お
猫
公
喪
服
裳
狽
公
は
服
裳
を
喪
る

二
句
は
い
ず
れ
も
『
荘
子
』
を
踏
ま
え
て
お
り
、
第
二
十
六
匂
は
、

天
運
篇
の
一
一
節
を
踏
ま
え
る
。

今
取
援
狙
、
布
衣
以
周
公
之
綴
、
彼
必
薮
抑
留
挽
裂
、
尽
去
荷

後
様
、
観
古
今
之
異
、
一
議
猿
狙
之
異
乎
馬
公
也
。

き

今
援
狙
を
取
り
て
、
衣
す
る
に
田
川
公
の
服
を
以
て
す
れ
ば
、

あ
き
た

彼
必
ず
髭
欝
挽
裂
し
、
尽
く
去
り
て
後
に
嫌
ら
ん
、
古
今
の

異
を
観
る
に
、
猶
お
援
狙
の
周
公
に
異
な
る
が
ご
と
き
な
り
。

海
鳥
と
対
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
犯
公
、
が
♂
壮
子
』

の
「
援
狙
」
、
サ
ル
を
指
し
て
一
一
一
一
口
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

皮
日
休
(
八
三
回
7
1
八
八
三
?
)
に
は
「
狙
公
」
の
諮
が
二
例

見
え
る
。
ま
ず
「
奉
和
魯
望
回
明
山
九
題
・
鞠
侯
」
(
内
全
窟
詩
』
巻

六
一
二
)
の
例
を
引
こ
う
。

泉
遺
狙
公
護
泉
は
狙
公
を
し
て
護
ら
し
め

果
教
揮
子
供
果
は
揮
子
を
し
て
供
せ
し
む

学
春
秋
主
編
『
増
訂
注
釈
全
唐
詩
』
(
文
化
芸
能
出
版
社
、
二

O

O
ニ
巻
六
百
六
は
、
狙
公
の
桟
に
早
壮
子
』
斉
物
論
を
引
い
て
「
養

穣
般
的
老
人
。
」
と
一
一
一
一
口
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
左
思
「
呉
都

斌
」
を
踏
ま
え
て
お
り
、
サ
ル
の
ご
穫
で
あ
る
猪
子
と
対
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
海
子
と
は
別
種
の
サ
ル
を
指
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
こ
の
詩
の
鱗
和
の
対
象
と
な
っ
た
箆
亀
蒙
、
字
は
魯

望
の
完
全
麿
詩
』
巻
一
一
一
五
四
)
の
序
に
、
「
有
媛
、

(22) 



山
家
詩
之
鞠
候
。
」
(
緩
有
り
、
山
家
は
之
を
鞠
侯
と
謂
う
っ
)
と
あ

る
よ
う
に
、
皮
日
休
は
こ
れ
を
念
頭
に
お
い
て
「
鞠
侯
い
を
「
抑
制
公
」

と
言
い
換
え
た
も
の
で
あ
る
。
回
明
山
(
斯
江
省
の
東
部
)
に
猿
が

多
く
棲
怠
し
て
い
た
こ
と
は
施
一
層
吾
「
寄
四
明
子
」
完
全
態
詩
』
巻

四
九
回
)
に
、
「
長
憶
去
年
嵐
雨
夜
、
向
君
態
下
聴
猿
時
」
(
一
長
く
憶

う
去
年
嵐
一
雨
の
夜
、
君
に
向
か
っ
て
態
下
に
猿
を
聴
く
時
)
と
諒

じ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
新
秋
一
一
一
一
口
懐
寄
勢
望
一
一
一
十
韻
」
完
全
謄
詩
h

巻
六
一
一
一
)

に
も
用
例
が
あ
る
。

日
犯
公
開
後
戯
狙
公
は
餅
ぎ
て
後
に
戯
れ

ル」

悦
雲
母
病
来
議
雲
母
は
病
み
来
っ
て
譲
る

前
掲
明
増
訂
注
釈
全
議
詩
』
巻
六
百
六
は
、
こ
の
狙
公
に
つ
い
て

「
指
猿
獄
。
」
と
注
を
加
え
る
。
質
素
な
住
ま
い
の
後
ろ
で
は
サ
ル
が

騒
ぎ
戯
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
お
、
猿
父
の
語
は
孫
訟
の

「
長
洲
苑
」
に
も
見
え
た
が
、
皮
日
休
も
用
い
て
お
り
、
五
律
「
様

子
」
完
全
唐
詩
』
巻
六
一
一
)
の
頚
聯
に
次
の
よ
う
に
ニ
一
一
口
っ
て
い
る
。

も

っ

く

将
花
鱗
鹿
讃
花
を
将
て
鹿
麗
に
餅
ら
わ
せ

以
果
投
猿
父
果
を
以
て
猿
父
に
投
ず

こ
れ
も
左
思
「
呉
都
賦
」
を
踏
ま
え
て
、
て
な
が
ざ
る
に
木
の
実

を
投
げ
与
え
る
こ
と
を
一
一
一
一
回
う
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
猿
公
は
李
翼
「
南
菌
十
三
首
」
〈
其
七
〉
(
『
全
一
庸
詩
』

に
一
仰
が
見
え
て
い
る
。

出
来
卿
牢
落
悲
空
舎
長
期
牢
落
空
舎
に
悲
し
み

愛
情
該
器
取
自
答
憂
借
誠
諮
自
ら
容
れ
ら
る
る
を
取
る

げ
ん

見
貿
若
那
渓
水
剣
晃
に
買
う
若
郎
渓
水
の
斜

っ
か

明
朝
帰
去
事
猿
公
明
朝
帰
り
去
り
て
猿
公
に
事
え
ん

こ
の
「
援
公
」
は
、
李
自
「
結
客
少
年
場
行
」
(
『
全
謄
詩
』
巻
二

回
・
巻
二
ハ
三
)
に
見
え
る
「
臼
猿
公
」
と
間
じ
く
、
『
呉
越
春
秋
』

を
出
典
と
し
て
、
剣
術
の
名
人
で
あ
る
衰
公
を
指
し
て
一
一
一
一
口
う
の
で
あ

(9v 

っ
て
サ
ル
を
指
し
て
一
一
一
日
う
も
の
で
は
な
い
。

癌
詩
の
用
例
は
以
上
に
尽
き
る
。

お
わ
り
に

(23) 

多
く
の
注
釈
書
類
が
出
典
と
し
て
い
る
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
に
し

て
も
、
狙
公
に
つ
い
て
は
す
で
に
二
通
り
の
解
釈
を
有
し
て
い
た
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
サ
ル
を
管
理
す
る
役
人
、
ま
た
は
サ
ル
を
飼

う
人
と
す
る
説
と
、
「
老
狙
」
と
す
る
説
で
あ
る
。
近
年
の
中
国
に

お
け
る
解
釈
も
二
分
さ
れ
て
い
る
が
、
サ
ん
を
飼
う
と
ト
と
す
る
説

が
多
数
で
あ
り
、

3
2間
詩
歌
賞
析
集
』
の
よ
う
に
サ
ル
と
す
る
説

は
少
数
派
に
属
す
る
。
わ
が
留
に
お
け
る
解
釈
も
、
サ
ル
と
す
る
説

は
田
中
克
己
司
社
南
伝
』
と
森
野
繁
夫
町
社
甫
』
に
じ
か
克
ら
れ
な

か
っ
た
。



し
か
し
、
鹿
詩
の
他
の
用
例
、
と
り
わ
け
劉
百
円
錫
が
「
送
倦
方
及

陪
謁
柳
員
外
」
の
自
控
に
一
一
一
一
凶
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
な
ら
ば
、
麗

人
は
「
狙
公
」
を
サ
ル
と
回
凡
な
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の

点
で
は
、
翠
蛾
関
『
劉
寓
錫
集
議
議
b

と
『
劉
寓
錫
全
集
編
年
校
、
法
h

は
、
自
控
を
正
擁
に
把
握
し
て
お
り
、
特
に
後
者
は
こ
れ
を
解
釈
に

も
反
映
さ
せ
て
い
る
。
皮
呂
休
の
詩
も
、
組
公
を
サ
ル
と
考
え
て
こ

そ
議
議
妹
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
干
一
維
「
蕪
子
議
禅

師
」
の
杜
詩
へ
の
影
響
も
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
組
公
を
と
ト

と
み
な
す
多
く
の
注
釈
は
、
こ
れ
ら
他
の
蔚
詩
を
視
野
に
入
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
明
義
内
読
書
記
』
が
先
に
引
い
た
箇
所
に
続
い
て
、
「
第

§
(
M
W
}
 

一
首
、
:
;
:
拾
機
栗
髄
狙
公
与
下
観
賞
精
皆
一
一
一
一
口
不
可
侍
杖
他
人
。
国

窮
独
立
之
慈
J

(
第
一
菌
、
:
:
:
橡
栗
を
拾
い
て
犯
公
に
槌
う
と
下

の
黄
精
を
蹴
る
と
は
皆
な
他
人
に
僑
佼
す
可
か
ら
ざ
る
を
一
一
一
一
口
う
。
問
問

窮
'
独
立
の
意
な
り
。
」
と
一
一
一
回
っ
て
い
た
こ
と
を
想
起
し
た
い
。
犯

公
を
猿
を
錦
う
ヒ
ト
と
解
し
た
な
ら
ば
、
こ
の
歌
か
ら
受
け
る
杜
漕

の
孤
独
感
は
稀
薄
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら

ば
「
猿
を
錦
う
人
」
で
あ
る
に
せ
よ
「
猿
ま
わ
し
」
で
あ
る
に
せ
よ
、

人
間
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
社
甫
は
問
問
難

な
旅
を
続
け
、
知
る
人
も
い
な
い
山
間
の
僻
村
で
あ
る
向
谷
に
来
て
、

飢
え
に
苦
し
む
家
族
の
食
糧
を
確
保
す
る
た
め
に
、
人
気
の
な
い
冬

の
山
中
に
分
け
入
り
、
野
猿
の
あ
と
を
つ
い
て
行
っ
て
ド
ン
グ
リ
や

ク
リ
を
探
し
求
め
て
は
拾
い
集
め
る
の
で
あ
る
。
サ
ル
と
解
し
て
こ

そ
「
問
谷
歌
」
〈
其
田
〉
の
末
震
の
林
猿
の
語
も
生
き
て
こ
よ
う
。

有
妹
有
妹
在
鍾
離
妹
有
り
妹
有
り
鍾
離
に
在
り

良
人
早
没
諸
孤
療
良
人
は
早
く
没
し
て
諸
孤
は
療
な
り

鳴
呼
四
歌
今
歌
密
奏
鳴
呼
白
歌
す
歌
四
た
び
奏
す

林
猿
為
我
締
清
昼
林
猿
我
が
為
に
講
昼
に
時
く

時
に
は
そ
の
後
に
つ
い
て
ど
ん
ぐ
り
を
拾
い
に
行
っ
た
サ
ん
が
、

鍾
離
(
安
徽
省
鳳
揚
県
の
東
北
)
に
い
て
、
十
年
以
上
も
会
っ
て
い

な
い
妹
を
患
う
杜
南
の
た
め
に
昼
間
か
ら
悲
し
げ
に
鳴
く
の
で
あ
る
。
川
仇

『
杜
詩
詳
注
隔
が
、
「
猿
蹄
靖
容
一
、
不
特
天
人
感
動
、
即
物
情
亦
若
分

一
愛
失
。
」
(
猿
の
清
桜
一
に
聴
く
は
、
特
だ
に
天
人
感
動
す
る
の
み
な

ら
ず
、
即
ち
物
情
も
亦
憂
い
を
分
か
つ
が
若
し
。
)

と
一
一
一
行
う
と
お
り

で
あ穿
ち
す
ぎ
か
も
知
れ
な
い
が
、
狙
公
が
「
猿
ま
わ
し
」
で
あ
ろ
う

と
「
猿
を
餌
っ
て
い
る
人
」
で
あ
ろ
う
と
、
サ
ル
を
飼
う
こ
と
に
慣

れ
て
い
る
ヒ
ト
で
あ
る
な
ら
ば
、
陰
麿
十
一
月
の
真
冬
に
な
っ
て
か

ら
サ
ル
の
餌
で
あ
る
ド
ン
グ
リ
を
拾
い
集
め
る
こ
と
は
し
な
い
だ
ろ

う
っ
早
く
か
ら
給
鱗
の
手
配
を
し
て
お
く
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
も

が
指
捕
し
て
い
た
よ
う
に
、
こ
の
表

と
よ
り



現
を
写
実
と
と
る
か
虚
構
と
と
る
か
は
意
見
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。
誇
張
が
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
詩
歌

で
あ
れ
ば
自
明
の
こ
と
と
言
え
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
狙
公
を
、
人

間
と
は
意
志
疎
通
を
留
る
こ
と
の
で
き
な
い
サ
ル
と
解
し
た
方
が
、

初
め
て
足
を
踏
み
入
れ
た
需
谷
の
山
中
に
お
け
る
杜
帯
の
孤
独
感
、

寂
翼
感
、
ひ
い
て
は
将
来
に
対
す
る
不
安
感
が
伝
わ
る
こ
と
に
な
る

(
は
)

だ
ろ
う
。

な
お
、
ど
ん
ぐ
り
を
拾
う
と
い
う
表
現
は
、
社
南
「
八
哀
詩
故

著
作
郎
・
販
台
州
号
一
戸
祭
陽
鄭
公
度
」
(
全
六
回
旬
。
『
社
詩
詳
控
』

巻
二
ハ
)
に
も
見
え
て
お
り
、
次
の
一
聯
が
あ
る
。

く
つ

紛
擾
穿
沼
明
雪
履
は
穿
た
る
回
明
の
一
審

州
制
機
拾
描
渓
橡
鍛
え
て
は
拾
う
楠
渓
の
橡

こ
れ
は
至
徳
二
載
(
七
五
七
)
十
二
月
に
台
州
(
斯
江
省
臨
海
市
)

の
司
一
戸
参
軍
事
に
疑
さ
れ
、
翌
乾
元
元
年
の
春
に
肢
所
に
到
っ
た
鄭

度
(
ム
ハ
八
五

1
七
六
回
)
の
生
活
ぶ
り
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
サ

ル
こ
そ
登
場
し
な
い
も
の
の
、
社
南
の
間
谷
に
お
け
る
痛
切
な
体
験

と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
よ
う
。

ム主(
1
)
こ
の
よ
う
に
読
ん
だ
、
が
、
歳
を
歳
末
の
意
味
で
と
る
説
も
あ
る
。

ま
た
、
『
読
一
社
詩
説
』
巻
八
は
、
歳
は
飢
に
作
る
方
、
が
良
い
と
ニ
一
一
向
う
。

(2)

巻
一
に
よ
る
。

(
3
)
こ
こ
に
言
及
し
た
作
品
以
外
に
も
、
宋
・
李
新
に
は
「
竜
興
客
旅
、

数
子
美
寓
印
刷
向
毎
七
一
歌
」
(
明
跨
議
集
』
巻
二
…
)
が
あ
る
し
、
宋
・
李

炎
に
は
「
社
工
部
有
向
谷
七
歌
、
其
辞
高
古
難
及
、
筒
音
節
悲
壮
可

擬
也
、
用
其
体
化
げ
七
歌
、
観
者
不
取
其
辞
、
取
其
意
可
也
」
(
社
工

部
に
肉
付
討
七
歌
有
り
、
其
の
辞
は
高
古
に
し
て
及
び
難
し
、
市
る
に

音
節
の
悲
壮
な
る
は
擬
す
可
き
な
り
、
其
の
体
を
用
い
て
七
歌
を
作

る
、
観
る
者
は
其
の
辞
を
取
ら
ず
、
其
の
意
を
取
ら
ば
可
な
り
)
と

い
う
長
題
の
歌
(
『
双
茨
類
築
』
巻
九
)
が
あ
り
、
明
・
徐
嫌
に
は
、

「
途
中
感
遇
、
致
問
谷
七
歌
」
(
明
慢
亭
集
』
巻
一
一
一
)
、
が
あ
る
な
ど
、
枚

挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
な
お
、
♂
註
前
詳
控
』
は
「
同
谷
歌
」
の
あ
と

に
諸
家
の
評
を
収
め
る
ほ
か
、
「
問
問
谷
歌
」
に
倣
っ
た
文
天
祥
「
六

歌
」
(
『
文
山
集
』
巻
一
九
)
を
載
せ
て
い
る
。

(
4
)
省
略
し
た
本
文
は
以
下
の
通
り
。

宋
有
犯
公
者
、
愛
一
狙
、
養
之
成
群
。
能
解
狙
之
意
、
狙
亦
得

公
之
心
q

損
其
家
司
、
充
狙
之
欲
、
俄
市
蜜
薦
。
将
眼
其
食
。

恐
衆
狙
之
不
矧
於
己
也
、
先
詑
之
回
、
与
若
苧
、
割
引
三
部
暮
問
。

足
乎
。
衆
狙
皆
起
荷
怒
。
俄
市
臼
、
与
若
苧
、
報
西
部
暮
一
一
一
。

足
乎
。
衆
狙
皆
伏
荷
喜
。

宋
に
狙
公
な
る
者
有
り
、
犯
を
愛
し
、
之
を
養
っ
て
群
を
成

す
。
能
く
狙
の
意
を
解
し
、
狙
も
亦
公
の
心
を
得
た
り
。
其
の

家
口
を
損
ら
し
て
、
狙
の
欲
を
充
た
せ
り
、
俄
に
し
て
璽
し
。

将
に
其
の
食
を
摂
ら
ん
と
す
。
衆
狙
の
己
に
馴
れ
ざ
る
を
恐
れ
、

た

ぷ

ち

な

ん

じ

先
ず
之
を
設
か
し
て
臼
く
、
若
に
苧
を
与
え
ん
に
、
朝
に
一
一
一
に
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し
て
馨
れ
に
由
。
足
ら
ん
か
と
。
衆
狙
皆
な
起
ち
て
怒
る
。
俄

に
し
て
臼
く
、
若
に
苧
を
与
え
ん
に
、
朝
に
四
に
し
て
暮
れ
に

一
一
一
。
足
ら
ん
か
と
。
衆
怨
皆
な
伏
し
て
喜
ぶ
。

小
林
信
明
明
刑
判
子
』
(
新
釈
漢
文
大
系
二
二
、
明
治
書
院
、
一
九

六
七
)
は
、
こ
の
輩
の
「
備
考
」
で
、
「
円
荘
子
h

と
『
列
子
h

と
の

簡
に
は
、
明
ら
か
に
話
の
筋
に
展
開
が
あ
る
が
、
明
荘
子
』
一
の
文
の
躍

動
的
な
の
か
ら
見
て
、
や
は
り
、
た
ぶ
ら
か
し
を
主
と
す
る
『
列

子
』
の
方
、
が
、
『
荘
子
』
に
取
っ
て
修
訂
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
J

と
述
べ
て
い
る
。

(5)
そ
の
後
『
杜
詩
雑
説
全
編
』
(
生
活
・
…
一
一
聯
書
感
、
二

O
O九
)
に

マ
八
司
市
小
。

け

M
B
b虫

(
6
)
時
全
唐
詩
』
は
「
茅
」
を
「
苧
」
に
作
る
。
「
苧
」
が
正
し
い
ρ

(
7
)
司
令
{
庸
詩
』
は
「
哀
吟
」
を
「
長
繍
」
に
作
る
。

(
8
)
左
思
「
呉
都
賦
」
の
「
揮
子
一
長
暗
」
の
句
の
一
劉
遼
注
に
、
「
猪
子
、

猿
類
。
猿
身
人
一
回
、
党
人
鳴
。
」
(
矯
子
は
、
擦
の
類
。
猿
身
人
留

に
し
て
、
人
を
見
て
晴
く
。
)
と
一
一
一
一
口
う
。

(9)
李
白
「
結
客
少
年
場
行
」
完
全
焼
相
詩
』
巻
二
四
・
巻
二
ハ
一
二
)
に
、

「
少
年
学
剣
術
、
凌
離
自
猿
公
」
(
少
年
剣
術
を
学
び
、
凌
搬
す
白

猿
公
)
と
あ
る
。

(
m
w
)

『
社
詩
詳
控
』
は
「
黄
精
」
を
「
黄
一
独
」
に
作
る
。

(
日
)
た
だ
し
、
向
谷
か
ら
成
都
に
か
け
て
の
山
中
一
帯
に
野
猿
が
多
く

棲
息
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
本
文
中
に
引
い
た
「
関
谷

歌
」
〈
英
一
四
〉
も
…
例
で
あ
る
し
、
問
問
谷
に
到
穫
す
る
直
前
に
警
か
れ

た
「
泥
功
山
」
(
明
社
詩
詳
控
』
巻
八
)
で
は
、
「
ふ
間
抗
議
透
却
壊
、
死
鹿

お
ど
一

力
所
窮
」
(
哀
猿
透
り
て
却
っ
て
墜
つ
、
死
鹿
力
の
窮
す
る
所
)

と
言
う
し
、
問
問
谷
か
ら
成
都
に
赴
く
道
中
で
詠
じ
ら
れ
た
「
白
沙

渡
」
(
『
杜
詩
詳
注
』
巻
九
)
で
も
、
「
我
馬
向
北
輔
、
山
譲
飲
棺
喚
」

(
我
が
馬
は
北
に
向
か
っ
て
噺
き
、
山
猿
は
飲
み
て
相
い
喚
ぶ
)
と
一
詠

じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

(
ロ
)
杜
甫
は
問
問
谷
の
地
勢
に
つ
い
て
、
秦
州
到
着
以
前
に
も
あ
る
程
度

の
認
識
は
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
至
徳
二
載
(
七
五
七
)
に
間
閥
均

の
行
在
所
で
白
書
か
れ
た
「
送
章
十
六
評
事
、
充
向
谷
防
禦
判
官
」

(
『
社
詩
詳
授
』
巻
五
)
で
、
「
饗
輿
駐
間
細
部
、
同
谷
為
咽
喉
、
西
提
弱

水
道
、
南
鎮
抱
四
千
諏
」
(
饗
輿
鳳
期
に
駐
ま
る
、
向
谷
は
咽
喉
為

り
、
西
は
弱
水
の
道
を
挺
し
、
南
は
抱
平
の
限
を
鎮
す
)
な
ど
と
述

べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
4

際
の
向
谷
で
の
生
活
は
、
想

像
を
は
る
か
に
超
え
た
悲
惨
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る

(
北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
)
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